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概 要  

本稿のねらいは，フランクフルト期ヘーゲルの「愛の倫理」を社会哲学的な観点から検討し，愛をめぐる  

思索にイェーナ期以降に展開される社会哲学の萌芽を見出すことにある。1960年代以降の初期ヘーゲル研究  

が精力的に解明してきたように，フランクフルトでヘーゲルは，ヘルダーリンの影響のもとで「カント主義」  

から「合一哲学」へと転換する。それにともない，ベルン期においてカント主義的に理解されていたイエス  

の教義は，カント的倫理を克服する「愛の倫理」として再解釈される。しかしながら，フランクフルト後期  

にヘーゲルは，社会統合の原理としての愛の限界を認識し，自他あるいは主客の対立を前碇とする「反省」  

を排除する「愛」から，対立を包括する「生」の立場へ移行する。この「全体としての生」こそ，のちの『法  

哲学要綱』の有機体国家の原型であり，人倫における対立を和解・調停しうる国家の探求が，イェーナ期以  

降の課題となる。  

はじめに  

デイルタイが着目し，ノールによって公刊された青年ヘーゲルの草満1は，ローゼンツヴァイク，エビン  

1ヘーゲルの草稿の執筆時期については，原則としてSchtllerの推定にしたがった。Vgl．G．Schtiler，Z〟rC  

E之gelsJugendschrわ勉n，in：Hegel－Studien，Bd．2，Bonn1963，S．111－159．引用は，G．W．F．Hegel，肋rke，hrsg．vonE．Mol－  

denhauerundK．M．Michel，Frankfurta．M．1969ff．ならびにHegelsFran的rter釣′agment”uJelchemZuJehhedenn“，  

mitgeteiltunderlautertvonC．Jamme，inHegel－Studien，Bd．17，Bonn1982，S．9－23．にもとづき，引用箇所は，それぞれ略  

号（W）および巻数と頁数，（J）ならびに頁数で示した。また邦訳は，『ヘーゲル初期神学論集』（全2巻，久野昭ほか訳，  
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